
9月定例会で決まったこと
審議結果
市長の行政報告
一般質問に6議員
委員会レポート
市民の談話室・編集後記

・・・・・P2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9

・・・・・・・・・・・・P10
・・・・・・・・・・・P11

・・・・・・・・・・・・・P14
・・・・・P18



とこたっま決で会例定月9

2

9月定例会が、9月4日から20日までの17日間の会期で開催されました。
平成23年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算の認定12件
条例改正2件、補正予算9件など合わせて26議案が審議されました。

◆市債の23年度末現在額 125億6,297万円 ◆基金の23年度末現在額 2億2,795万円

平成23年度で終了した医大南部土地区画整理事業

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

工業用地整備事業特別会計

30億5,679万円

1億8,097万円

15億5,993万円

2,614万円

1億7,498万円

11億2,449万円

2億4,528万円

1億1,220万円

5億3,485万円

3,958万円

2億5,137万円

4,480万円

29億2,349万円

1億8,027万円

15億5,054万円

2,614万円

1億6,454万円

10億7,789万円

2億3,761万円

5,208万円

5億3,473万円

3,958万円

2億4,740万円

1億7,159万円

1億3,330万円

70万円

939万円

0

1,044万円

4,660万円

767万円

6,012万円

12万円

0

上水道事業会計
収益的収支

資本的収支

会計名 歳入 歳出 差引

（1万円未満は四捨五入しています）
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収　　入（入った金額） 130億7,420万円

支　　出（使った金額） 126億2,967万円

繰　越　金（翌年度へ繰り越した金額） 3,866万円

実質収支（残った金額） 4億587万円

●行財政改革推進事業

●三村小屋内運動場改築工事

●生活保護扶助事業

●予防接種事業
　※子宮頸がん、ビブ、小児用肺炎球菌など

●緊急雇用創出事業

●JR東花輪駅前整備事業

●市道田富西通り線道路建設事業

●住宅用太陽光発電助成事業

●総合相談自立支援事業
　※玉穂庁舎1階に総合相談センターを開設

●防災用非常食・保存用飲料水購入事業
　※アルファー米、飲料水

◆市債の23年度末現在額 137億9,971万円 ◆基金の23年度末現在額 44億8,646万円

防災用アルファー米や保存用飲料水が保管されている
備蓄倉庫（田富コミュニティー防災センター）

1
1
1
億
1
5
0
0
万
円

1
1
6
億
1
4
0
0
万
円

1
2
0
億
9
7
0
0
万
円

1
2
6
億
7
3
0
0
万
円

1
2
1
億
7
0
0
万
円

1
2
5
億
5
5
0
0
万
円

1
2
6
億
3
0
0
0
万
円

1
3
0
億
7
4
0
0
万
円

1
2
4
億
1
8
0
0
万
円

1
1
8
億
7
5
0
0
万
円

100億円

130億円

120億円

110億円

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

歳入総額

歳出総額

過去5年間の決算額の推移
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4つの指標のうち、一般財源に対する借金返済額の割合を示す「実質公債費比率」が
前年度比0.4ポイント改善して14.2％になりました。
市町村が収入や貯金に対し、将来返済しなければならない負債額の割合を示す将来負
担比率についても8.5ポイント改善。
また、6つの特別会計・企業会計の資金不足比率では、おおむね良好の結果となりました。

　地方公共団体は、この法律の成立により毎年度、健全化判断比率等を監査委員が審査し議会に報告
して公表することが義務づけられました。
　従前の財政再建法（昭和30年公布）では再建団体の基準しかなく、早期是正機能がなかったことか
ら、財政破綻の未然防止として〈実質赤字比率〉、〈連結実質赤字比率〉、〈実質公債費比率〉、〈将来負
担比率〉および公営企業会計における〈資金不足比率〉の各指標を算定し、早期健全化基準を1つでも
超えた場合は『早期健全化団体』に移行し、財政健全化計画の策定や外部監査が義務づけられます。
財政がさらに悪化し「財政再生団体」に移行すると国の関与がより強まることとなりました。

★地方公共団体の財政の健全化に関する法律とは？

財政健全化判断比率23年度

健全化判断比率 平成23年度 平成22年度 早期健全化基準

① 実質赤字比率 （△5.01％） （△4.78％）
H22　13.69％
H23　13.71％

② 連結実質赤字比率 （△15.26％） （△18.04％）
H22　18.69％
H23　18.71％

③ 実質公債費比率 14.2％ 14.6％ 25.0％

④ 将来負担比率 63.9％ 72.4％ 350.0％

※―は、黒字を表し、カッコ内は参考数字である。

資金不足比率23年度

工業用地整備事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

上水道事業会計

特別会計

（△7.0％）

（△100.0％）

（△21.1％）

（△18.2％）

（△11.5％）

（△294.8％）

平成23年度

（△5.3％）

（△62.3％）

（△47.4％）

（△14.7％）

（△2.4％）

（△296.8％）

平成22年度

20.0％

20.0％

20.0％

20.0％

20.0％

20.0％

経営健全化基準
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（
審
査
の
期
間
）

　
7
月
9
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
24
日
（
火
）
ま
で

（
審
査
の
結
果
）

　
各
会
計
の
決
算
書
は
、
い
ず
れ

も
関
係
法
令
に
準
拠
し
適
正
に
作

成
さ
れ
、
そ
の
計
数
も
正
確
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
基
金
の
運
用
状

況
も
妥
当
で
あ
る
。

1
、
市
税
の
徴
収
状
況

　
市
税
収
入
に
緩
や
か
な
回
復
の

兆
し
が
あ
る
が
、
医
療
や
介
護
、

子
育
て
支
援
な
ど
社
会
福
祉
関
係

費
の
自
然
増
は
避
け
ら
れ
ず
、
依

然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
財
政
環

境
が
続
く
。
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
見
直
し
、
経
費
節
減
と
合
理
化

を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
安

定
し
た
財
政
基
盤
を
築
く
よ
う
望

む
。

2
、
市
債
の
発
行
状
況

　
公
債
費
は
、
合
併
特
例
債
の
元

金
償
還
の
増
加
で
前
年
度
に
比
べ

て
7
8
0
5
万
円
（
5
・
6
％
）

増
加
。
将
来
債
務
が
累
積
し
財
政

運
営
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
計
画

的
活
用
に
努
め
て
ほ
し
い
。
基
金

は
今
後
と
も
設
置
目
的
に
沿
っ
た

積
立
て
と
運
用
に
努
め
る
よ
う
望

む
。

3
、
特
別
会
計
の
状
況

　
特
別
会
計
は
、
10
会
計
の
歳
入

が
前
年
度
に
比
ベ
7
・
5
％
、
歳

出
は
7
・
1
％
増
加
し
て
い
る
。

会
計
別
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
よ
り
減
少
し
た
が
、
他
7
特

別
会
計
は
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度

を
上
回
っ
た
。
財
政
基
盤
安
定
の

た
め
、
収
入
未
済
額
の
削
減
、
徴

収
率
向
上
に
引
き
続
き
努
力
さ
れ

た
い
。

4
、
審
査
の
総
括

　
繰
入
金
や
出
資
金
の
返
還
な
ど
、

臨
時
的
な
収
入
や
税
収
が
上
向
い

た
も
の
の
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

な
ど
で
財
政
運
営
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
防
災
用
非
常
食
・
保
存
用

飲
料
水
の
備
蓄
を
計
画
的
に
開
始

す
る
な
ど
、
主
要
事
業
を
積
極
的

に
展
開
す
る
一
方
、
単
年
度
収
支

が
前
年
度
の
赤
字
か
ら
黒
字
に
転

じ
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
。

（
審
査
の
期
間
）

　
7
月
9
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
19
日
（
木
）
ま
で

（
審
査
の
結
果
）

　
決
算
諸
表
は
企
業
会
計
原
則
に

従
い
整
備
さ
れ
、
計
数
は
正
確
・

妥
当
で
あ
り
、
会
計
諸
帳
票
、
証

拠
書
類
等
の
処
理
管
理
も
、
公
正
・

適
切
に
処
理
さ
れ
、
正
確
な
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

（
審
査
の
期
間
）

　
8
月
17
日
（
金
）

（
審
査
の
結
果
）

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
全
て
の

比
率
で
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回

っ
て
お
り
、
財
政
状
況
が
著
し
く

悪
化
し
て
い
る
状
況
に
は
な
い
。

今
後
も
財
政
計
画
を
着
実
に
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
健
全

性
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
審
査
の
期
間
）

　
8
月
17
日
（
金
）

（
審
査
の
対
象
）

　
資
金
不
足
比
率
お
よ
び
算
定
の

基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書

類
。

（
審
査
の
結
果
）

　
算
定
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係

法
令
の
規
定
に
沿
い
、
適
正
に
作

成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
い
ず
れ
の
会
計
に
お
い
て
も
、

資
金
の
不
足
額
は
生
じ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
経
営
資
金
の
状
況
が

著
し
く
悪
化
し
て
い
る
状
況
に
な

く
、
各
会
計
の
経
営
計
画
を
着
実

に
実
践
す
る
こ
と
で
、
今
後
と
も

経
営
の
健
全
性
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計

上
水
道
事
業
会
計

財
政
健
全
化
審
査
意
見

資
金
不
足
比
率
審
査
意
見

（
意
見
と
指
摘
事
項
）

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
総
額
が
前
年
度

に
比
べ
て
4
・
1
％
の
増
、

歳
出
総
額
は
4
・
3
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
実
質
収
支

は
4
億
5
8
6
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。

（
意
見
と
指
摘
事
項
）

　
給
水
人
口
は
1
7
、6
2
5

人
、
前
年
に
比
べ
1
・
3
％
、

2
3
9
人
増
。
給
水
戸
数
は
7
、

6
3
3
戸
、
44
戸
の
増
加
。

有
収
率
は
77
・
4
％
で
前
年

度
よ
り
4
・
4
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
。
有
収
率
の
向
上
お

よ
び
有
収
水
量
確
保
の
た
め
、

継
続
的
な
対
応
を
強
く
望
む
。

　
当
年
度
決
算
は
経
常
費
用

の
減
少
に
比
べ
、
経
常
収
益

の
減
少
が
上
回
り
、
経
営
状
況
、

財
政
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。

健
全
な
経
営
と
安
全
・
安
心

な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努

め
る
よ
う
望
む
。

要　旨

監
査
委
員

　
　

〃
　
　

〃

長
田
温
雄

乙
黒
　
環

設
楽
愛
子
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今回の主な補正予算は
　保育所緊急整備事業、土地改良施設基盤整備事業などを予算化しました

●国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

5,689万3千円を追加し、31億3,454万9千円

●後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

154万2千円を追加し、2億468万6千円

●介護保険特別会計補正予算（第1号）

351万1千円を追加し、16億5,739万9千円

●簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

114万9千円を追加し、1億5,312万9千円

●農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

147万5千円を追加し、2億5,027万3千円

●田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

311万2千円を追加し、6,473万円

●上水道事業会計補正予算（第1号）

164万5千円を補正し、3億110万2千円

3,131万3千円を追加し、12億6,422万7千円

●下水道事業特別会計補正予算（第1号）

●住民基本台帳ネットワークシステム機器更新業務委託費 572万3千円

●不活化ポリオワクチン接種委託費 1,315万円

●住宅用太陽光発電システム設置費補助金（70件分） 1,050万円

・藤巻地区の鋼製スライドゲート設置工事等
●土地改良施設基盤整備事業 1,127万円

こう せい

ま
み
い
保
育
園

国からの交付金を財源に県が基金を造成
して、ひとり親へのサポートや保育所の
整備などを行う基金のこと。

安心こども基金とは…

・まみい保育園施設増築費
●保育所緊急整備事業補助金 6,098万円

施設増築費のうち、安心こども基金を活用して
国から50％、市が25％、残り25％を設置者が負担（ ）
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＊山梨県後期高齢者医療広域連合規約について変更しました。

＊ひとり親家庭医療費助成金支給条例を改正しました。

そ
の
他

甲府市と中央市との間における公共下水道使用料徴収事務
の委託に関する規約の制定
旧玉穂地区の下水道使用料を甲府市上下水道局へ徴収事務を委託するための規約を
新たに制定しました。

3

〈納付時期〉

隔月（年 6 回）【偶数月】

毎月（年12回）【各月毎】

現　　　行

玉穂地区

田富地区

豊富地区

変　更　後

隔月（年 6 回）【奇数月】

玉穂地区

田富地区

豊富地区

下水道使用料条例の改正
玉穂地区・田富地区ごとに異なる料金表を中央市の区域として一本化しました。

1

農業集落排水処理施設条例の改正
豊富地区では定額制から使用水量による従量制へ変更しました。

2

〈新料金体系〉

区　分 使　用　料排水量（1カ月につき）

840円

1立方mにつき 105円

1立方mにつき 126円

1立方mにつき 147円

136円1立方mにつき

1立方mにつき 63円

10立方mまで

10立方mを超え30立方mまで

30立方mを超え50立方mまで

50立方mを超えるもの

一　般　用

公衆浴場用

臨　時　用
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教育委員会委員の選任
教育委員会委員1名が平成24年7月18日を
もって辞職したことにともない、笹本昇氏
の選任に対して同意しました。 笹本　昇

請　願　者

中央市PTA協議会
中央市公立小中学校長会
中央市公立小中学校教頭会
山梨県教職員組合中巨摩支部

会　長
会　長
会　長
執行委員長

比留間一弥
出井　　寛
内藤　和久
佐野　　良

紹介議員

小池　満男

審議結果

採択（全会一致）

要　　旨

少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、OECD諸国並みのゆたかな
教育環境を整備するため30人以下学級とすること。

1.

教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の
堅持とともに国負担割合を2分の1に復元すること。

2.

教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡
充すること。

3.

提出議員

伊藤　公夫

賛成議員

設楽　愛子　　小池　章治

提　出　先

内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣ほか

※請願採択により9月20日、議会から国へ意見書を提出。

議会は国や関係機関などに対し、制度改善の要望など、議会としての意思をまとめた
文書を提出することができます。

★意見書とは？
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友
貴

田
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輝
美

設
楽
愛
子

井
口
　
貢

山
村
　
一

小
池
満
男

小
池
章
治

河
西
　
茂

名
執
義

伊
藤
公
夫

石
原
芳
次

小
沢
　
治

保
坂
　
武

大
沼
芳
樹

田
中
一
臣

福
田
清
美

田
中
健
夫

種
　
別

案件名

議
　
長

日
本
共
産
党

公
明
党

市
民
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ム

中
　
　
　
央

副
議
長

結
　
果

とこたっま決で会例定月9
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意見書

請願
審査

平成
24
年度
補正
予算

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

平成
23
年度
決算
認定

認
定○○○○○○○○○○○○○○○

その他 可
決○○○○○○○○○○○○○○○

条例
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

○賛成 ●反対 　欠席（田中健夫議長を除く）

・農業集落排水処理施設条例中改正の件

・一般会計補正予算（第2号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

・介護保険特別会計補正予算（第1号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

・下水道事業特別会計補正予算（第1号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

・上水道事業会計補正予算（第1号）

・一般会計歳入歳出決算認定

・国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

・後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

・介護保険特別会計歳入歳出決算認定

・地域包括支援センター特別会計歳入歳出決算認定

・簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

・下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

・農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

・田富よし原処理センター事業特別会計歳入歳出決算認定

・土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

・工業用地整備事業特別会計歳入歳出決算認定

・上水道事業会計決算認定

・甲府市と中央市との間における公共下水道使用料
　徴収事務の委託に関する規約の制定の件

・山梨県後期高齢者医療広域連合規約の変更の件

人事 同
意○○○○○○○○○○○○○○○・教育委員会委員の任命について同意を求める件

採
択○○○○○○○○○○○○○○○・30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度

　拡充を図るための請願書

可
決○○○○○○○○○○○○○○○・30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度

　拡充を図るための意見書

専決
処分

承
認○○○○○○○○○○○○○○○○

・専決処分の承認を求める件
（中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件）

・下水道使用料条例中改正の件
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小
中
学
校

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

甲
府
駅
西
部
沿
線
地
域

活
性
化
対
策
協
議
会

中
央
市
長

田
中
久
雄

中
国
四
川
省
都
江
堰
市

中
学
生
と
の
交
流

中
学
生

海
外
語
学
研
修

障
が
い
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
の
開
設

各
施
策
の
進
行
状
況

　
本
年
５
月
に
開
設
し
た
「
障

が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

内
に
、
障
が
い
者
の
虐
待
に

関
す
る
相
談
、
通
報
等
の
窓

口
と
し
た
『
障
が
い
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し

ま
す
。

　
5
年
ぶ
り
に
中
国
都
江
堰

市
内
中
学
生
16
人
が
、
7
月

9
日
〜
10
日
に
本
市
を
訪
れ
、

田
富
・
玉
穂
両
中
学
生
と
交

流
し
、
互
い
の
異
文
化
に
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
友
好
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

　
8
月
6
日
か
ら
13
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ
ア
ン

ズ
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
研
修
報
告
会
で
生
徒

達
の
感
想
を
聞
き
、
国
際
性

豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、
効

果
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
市
内
8
小
中
学
校
・
1
1
5

の
普
通
教
室
等
へ
設
置
を
予

定
し
た
エ
ア
コ
ン（
氷
蓄
熱
式
）

の
工
事
が
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
中
央
市
・
南
ア
ル
プ
ス
市
・

富
士
川
町
の
沿
線
地
域
が
駅

周
辺
の
開
発
や
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
網
の
充
実
な
ど
沿
線
地

域
活
性
化
や
環
境
整
備
に
向

け
、
連
携
し
、
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
8

月
に
知
事
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

都江堰市内中学生と一緒に給食を食べる田富中の生徒

総合防災訓練（田富中）総合防災訓練（田富中）総合防災訓練（田富中）
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議
員

河
西
　
　
茂

健
康
寿
命
増
進
の
取
り
組
み
は

生
活
習
慣
病
予
防
等
の

健
康
増
進
に
努
め
る

条例違反には該当しない事例

政治結社による
街宣活動について

小池　満男 議員

河
西
議
員
　
①
健
康
増
進
事

業
、
介
護
予
防
事
業
の
成
果

と
今
後
の
計
画
は
。

②
山
梨
大
学
医
学
部
お
よ
び

付
属
病
院
と
の
連
携
に
よ
る

成
果
は
。

市
長
　
①
健
康
づ
く
り
と
疾

病
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
主
眼
を
置
い
た
効

果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
健
康
の
保
持
と
増
進
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
将
来
的

に
生
活
習
慣
病
や
要
介
護
者

の
減
少
、
ひ
い
て
は
医
療
費

等
の
減
少
が
期
待
で
き
る
。

第
二
次
中
央
市
健
康
増
進
計

画
の
策
定
に
向
け
準
備
中
。

②
参
加
者
の
多
く
に
改
善
が

見
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
な

っ
た
。

河
西
議
員
　
①
法
定
雇
用
率

ア
ッ
プ
に
伴
う
市
の
取
り
組

み
は
。

②
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
内
要
と
改
善
点

は
。

③
働
き
た
い
障
が
い
者
に
就

業
希
望
相
談
カ
ー
ド
の
発
行

を
。

総
務
部
長
　
①
職
務
遂
行
可

能
な
業
務
を
先
進
市
等
の
事

例
を
参
考
に
早
期
達
成
に
鋭

意
努
力
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
　
②
開
設
以

来
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
等
の
多
く
の
相
談
を

受
け
て
い
る
。
活
動
の
場
、

働
く
場
等
の
基
盤
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
制
度
を
活
用
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
 
議
員
「
障
が
い
者

雇
用
に
つ
い
て
」

小
池
議
員
　
政
治
結
社
に
よ

る
街
宣
活
動
の
騒
音
は
、
市

民
と
し
て
聞
く
に
堪
え
な
い

騒
音
で
あ
り
、
大
変
迷
惑
な

一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
第
2
回
議
会
に
議
案

第
44
号
と
し
て
提
出
さ
れ
、

採
決
さ
れ
た
暴
力
団
排
除
条

例
を
、
実
効
性
の
あ
る
条
例

に
す
る
た
め
に
、
厳
格
な
対

応
を
強
く
望
み
ま
す
。

①
街
宣
活
動
は
、
条
例
違
反

に
該
当
し
な
い
か
。

②
騒
音
等
に
対
応
す
る
方
策

は
な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
①
政
治
結
社
に

よ
る
街
宣
活
動
は
、
政
治
目

的
実
現
の
た
め
の
集
団
と
し

て
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
け
出
を
し
て
あ
る
団
体
が
、

所
轄
の
警
察
署
に
申
請
を
出

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
市

の
暴
力
団
排
除
条
例
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
。

②
街
宣
活
動
に
よ
る
騒
音
等

に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
警
察

署
の
許
可
に
よ
り
行
動
を
し

て
お
り
、
山
梨
県
拡
声
器
に

よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
警
察
署

に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

グラウンドゴルフで健康づくり

質
問
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.city

.ch
u
o
.y
a
m
a
n
a
sh

i.jp
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それぞれの立場における
バランスの取れた改革が必要

赤ちゃんからお年寄りまで
壁のない地域福祉について

市
長
　
①
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
映
像
と
損
傷
箇
所
等
の
デ

ー
タ
を
審
議
会
へ
示
し
た
。

②
流
通
セ
ン
タ
ー
・
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
管
渠
の

ダ
メ
ー
ジ
が
顕
著
。
住
宅
街

に
は
目
立
っ
た
損
傷
が
少
な

い
。

③
降
雨
時
等
、
管
の
継
目
や

亀
裂
か
ら
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
。

④
移
管
に
向
け
、
具
体
的
な

修
繕
計
画
の
策
定
の
た
め
、

委
託
料
を
今
議
会
に
計
上
し

た
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
章
治
議
員
「
よ
し
原
処

理
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
」

名
執
議
員
　
①
高
齢
者
福
祉

基
礎
調
査
の
結
果
は
。

②
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計

画
は
。

③
「
宅
老
所
」
の
普
及
啓
発
は
。

④
先
進
自
治
体
に
習
う
、
自

治
会
の
あ
り
方
は
。

市
長
　
④
市
民
活
動
と
行
政

は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
が
望

ま
し
い
。
自
治
会
活
動
を
応

援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
他

自
治
体
の
例
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
県
内
で

3
番
目
に
若
い
自
治
体
だ
が
、

確
実
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。

②
地
域
支
援
事
業
の
強
化
を

図
り
、
時
代
に
則
し
た
予
防

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

③
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
体
系

は
、
固
定
化
す
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
状
況
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

名
執
議
員
　
①
リ
バ
ー
の
下

水
道
管
渠
移
管
問
題
の
進
捗

状
況
は
。

②
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
の
結

果
は
。

③
不
明
水
の
原
因
究
明
は
。

④
今
後
の
補
修
計
画
と
費
用

負
担
は
。

設
楽
議
員
　
①
本
市
の
利
用

状
況
は
。
②
後
見
人
の
養
成

は
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
現
在
、

成
年
後
見
人
制
度
の
利
用
者

は
14
人
。
②
司
法
書
士
、
行

政
書
士
等
の
専
門
家
と
連
携

し
対
応
し
て
い
る
が
、
社
協

等
と
と
も
に
後
見
人
養
成
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

設
楽
議
員
　
①
子
宮
が
ん
検

診
に
、
細
胞
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
の
併
用
を
。

②
ピ
ロ
リ
菌
Ａ
Ｂ
Ｃ
リ
ス
ク

検
査
の
導
入
を
。

③
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の

サ
ー
ビ
ス
導
入
は
。

④
心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
状
況
は
。

⑤
い
じ
め
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
に
つ
い
て
。

⑥
子
ど
も
に
が
ん
教
育
を
。

市
長
　
①
25
年
度
か
ら
導
入

を
計
画
、
準
備
し
て
い
る
。

②
厚
生
労
働
省
の
研
究
、
動

向
を
注
視
し
対
応
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
③
導
入
に

は
各
種
検
証
が
必
要
。
現
在
、

実
施
し
て
い
る
、
心
の
健
康

度
評
価
を
継
続
さ
せ
る
。

④
研
修
会
、
講
習
会
、
健
康

教
室
で
開
催
し
て
い
る
。

教
育
次
長
　
⑤
い
じ
め
の
起

こ
ら
な
い
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
迅
速
・
適

切
な
対
応
を
指
導
す
る
。

⑥
健
康
と
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
び
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
定
期
的
な
検
査
が
必

要
な
こ
と
な
ど
を
学
習
し
て

い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員
「
い
じ
め
問

題
に
お
け
る
地
域
の
関
わ
り
に

つ
い
て
」

議
員

設
楽
　
愛
子

利
用
の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る

成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

名執　義　 議員

糸
の
紡
ぎ
方
を
教
わ
る
子
供
た
ち

市内小学校アンケート実施
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議
員

田
中
　
輝
美

橋
梁
、学
校
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応

防
災
・
減
災
対
策
は

支給要綱により適正に助成

就学援助制度の改善を

木下　友貴 議員

自動交付機（市役所田富庁舎）

田
中
議
員
　
①
橋
梁
の
長
寿

命
化
の
進
捗
状
況
は
。

②
住
民
の
孤
立
化
が
予
想
さ

れ
る
危
険
箇
所
は
。

③
学
校
施
設
に
お
け
る
非
構

造
部
材
の
耐
震
点
検
は
。

建
設
部
長
　
①
1
4
3
橋
梁

の
う
ち
59
の
点
検
を
終
了
。

今
年
度
、
残
り
も
完
了
予
定
。

26
年
度
以
降
順
次
改
修
す
る
。

②
迂
回
路
の
確
保
等
で
孤
立

化
の
危
険
箇
所
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

教
育
次
長
　
③
本
年
度
、
市

の
単
独
事
業
と
し
て
、
校
舎

内
避
難
経
路
の
窓
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
工
事
を
実
施
す
る
。

屋
内
運
動
場
の
吊
天
井
の
落

下
防
止
対
策
等
も
検
討
す
る
。

田
中
議
員
　
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
に

つ
い
て
。

市
長
　
25
年
度
を
目
途
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

田
中
議
員
　
コ
ン
ビ
ニ
に
お

け
る
証
明
書
等
の
交
付
に
つ

い
て
。

市
長
　
合
併
当
初
か
ら
の
稼

動
の
自
動
交
付
機
入
替
、
運

用
方
法
と
併
せ
、
検
討
を
継

続
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員
「
防
災
・
減

災
に
お
け
る
市
内
の
危
険
箇
所

の
把
握
に
つ
い
て
」

▼
小
池
章
治
議
員
「
大
河
川
の

危
険
箇
所
の
点
検
に
つ
い
て
」

木
下
議
員
　
①
小
中
学
生
の

い
る
世
帯
の
う
ち
、
住
民
税

非
課
税
の
世
帯
数
と
就
学
援

助
を
受
け
て
い
る
世
帯
数
は
。

②
お
金
の
受
取
方
法
等
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い

る
か
。

③
入
学
準
備
や
修
学
旅
行
時

に
は
支
給
を
早
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

④
部
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

P
T
A
会
費
へ
の
支
給
は
。

⑤
資
産
調
査
は
不
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

教
育
次
長
　
①
非
課
税
世
帯

が
24
年
度
、
1
5
9
世
帯
で

そ
の
う
ち
就
学
援
助
を
う
け

て
い
る
の
は
、
1
1
2
世
帯
。

②
す
べ
て
口
座
振
込
み
払
い
。

③
6
月
1
日
の
所
得
確
定
後

に
支
給
の
決
定
。
入
学
準
備

金
は
そ
の
後
に
支
給
す
る
。

修
学
旅
行
費
は
学
校
で
清
算

後
に
実
費
を
支
給
。

④
部
活
動
費
の
一
部
は
学
校

振
興
費
か
ら
支
給
。

⑤
資
産
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。

木
下
議
員
　
公
営
住
宅
入
居

待
機
世
帯
数
と
解
消
策
は
。

建
設
部
長
　
8
月
末
、
布
施

団
地
40
件
、
久
保
団
地
6
件
、

山
宮
団
地
4
件
、
神
明
団
地

15
件
、
合
計
65
件
だ
が
、
転

出
等
で
実
質
は
46
件
と
推
計
。

建
替
え
等
で
新
規
入
居
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
待
機
者

の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
。

木
下
議
員
　
国
民
健
康
保
険

財
政
調
整
基
金
は
変
動
が
激

し
い
理
由
は
。
ま
た
国
保
財

政
の
今
後
の
見
通
し
は
。

市
民
部
長
　
今
後
の
財
政
運

営
の
た
め
に
借
入
を
し
、
余

剰
金
を
積
立
て
た
が
、
税
率

引
き
上
げ
後
も
財
源
不
足
が

生
じ
た
た
め
取
崩
し
た
。

低
所
得
者
や
高
齢
者
の
加
入

割
合
が
高
く
、
医
療
の
高
度

化
、
経
済
も
低
迷
し
健
全
運

営
は
困
難
な
状
況
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
満
男
議
員
「
市
営
住
宅

建
て
替
え
に
お
け
る
入
居
者
の

優
先
順
位
に
つ
い
て
」

建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る

市
営
町
之
田
団
地
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J
ア
ラ
ー
ト
の
作
動
状
況
は

高
額
療
養
費
の
関
係
申
請
に
つ
い
て
被
保
険
者
へ
の
対
応
は

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
2
号
）

〈
総
務
課
〉

間
　
行
政
事
務
電
算
化
事
業
費
に

つ
い
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
更
改
に
は
機
器
の
入
れ

替
え
を
含
む
の
か
。

答
　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
あ
わ
せ
て

機
器
も
入
れ
替
え
る
。

間
　
機
器
の
入
れ
替
え
に
係
る
費

用
は
、
リ
ー
ス
料
や
備
品
購
入
費

に
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
こ
の
事
業
は
、
機
器
を
入
れ

替
え
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
デ

ー
タ
の
移
行
か
ら
稼
動
ま
で
の
全

て
の
更
改
業
務
を
行
う
た
め
、
委

託
料
に
計
上
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
認
定

〈
総
務
課
〉

間
　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
予
定
お
よ
び
管
理

職
に
対
す
る
評
価
結
果
は
。

答
　
23
年
度
か
ら
管
理
職
以
上
、

24
年
度
か
ら
は
リ
ー
ダ
ー
以
上
を

対
象
に
試
行
導
入
し
、
25
年
度
以

降
は
一
般
職
員
ま
で
試
行
導
入
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
管
理
職
と
し
て

の
業
務
管
理
能
力
が
向
上
す
る
な

ど
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

〈
危
機
管
理
室
〉

間
　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

ア
ラ
ー
ト
）
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
で
作
動
す
る
の
か
。

答
　
地
震
の
最
大
震
度
が
5
弱
以

上
で
、
か
つ
中
央
市
で
震
度
4
以

上
の
ゆ
れ
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に

作
動
す
る
。
情
報
は
総
務
省
よ
り

自
動
的
に
配
信
さ
れ
る
。

〈
管
財
課
〉

間
　
土
地
開
発
基
金
に
つ
い
て
、

立
替
金
の
内
容
と
今
後
の
回
収
は
。

答
　
上
成
島
公
会
堂
の
用
地
取
得

の
立
て
替
え
で
、
今
後
の
回
収
は
、

調
査
し
適
正
に
対
応
す
る
。

間
　
土
地
開
発
基
金
で
取
得
し
た

神
明
団
地
の
売
却
処
理
は
。

答
　
土
地
開
発
基
金
で
先
行
取
得

し
た
土
地
な
の
で
、
一
般
会
計
で

買
い
戻
す
必
要
が
あ
る
。
未
売
却

区
画
も
含
め
、
今
年
度
末
に
は
売

却
収
入
も
充
当
し
な
が
ら
一
般
会

計
で
買
い
戻
す
。

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
認
定

〈
環
境
課
〉

間
　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

委
託
料
増
の
内
容
は
。

答
　
可
燃
ご
み
の
収
集
量
が
前
年

度
に
比
べ
2
2
9
・
81
ト
ン
増
え

た
。
可
燃
ご
み
は
1
㎏
あ
た
り
の

収
集
運
搬
費
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
そ
の
増
加
分
。

〈
福
祉
課
〉

間
　
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
申
請

時
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

答
　
本
人
の
聞
き
取
り
、
援
助
者

の
確
認
、
預
貯
金
及
び
資
産
の
確

認
を
し
て
い
る
。
生
活
保
護
の
決

定
後
も
親
族
等
へ
援
助
の
確
認
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

▼
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

〈
保
険
課
〉

間
　
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
年
々

対
象
者
が
増
え
て
い
る
が
限
度
額

認
定
適
用
書
の
申
請
を
知
ら
な
い

被
保
険
者
へ
の
対
応
と
今
後
の
見

通
し
は
。

答
　
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
周
知

す
る
。

　
今
後
の
見
通
し
で
あ
る
が
、
医

療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一
方

で
保
険
税
は
伸
び
ず
、
国
保
財
政

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
の
推
奨
、
健
診
を
強

化
す
る
な
ど
医
療
費
の
抑
制
を
図

る
と
と
も
に
、
国
保
税
の
徴
収
率

向
上
に
努
め
て
い
く
。

認定こども園について説明を受ける委員
（みかさ保育園）
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エアコンが設置され快適に授業を受ける児童（田富北小学校）

小中学校エアコン設置事業を視察
　総務教育常任委員会では９月11日田富
北小学校を訪れ、エアコンの設置状況に
ついて現地視察を行いました。エアコン
は消費電力が一番安い深夜電力を利用し
た氷蓄熱式を採用したもので、小中学生
が夏休み中の期間を利用して工事が完了
しました。市内小中学校には115台設置さ
れ、児童は快適に授業を受けることがで
きていると報告を受けました。

使
用
料
の
改
定
に
よ
る
一
般
家
庭
の
負
担
は

▼
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

　
の
改
正

〈
下
水
道
課
〉

間
　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使

用
料
改
定
に
伴
い
、
田
富
よ
し
原

処
理
セ
ン
タ
ー
使
用
料
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
　
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー

審
議
会
を
中
心
と
し
て
、
先
ず
は

管
渠
の
移
管
を
前
提
に
、
平
行
し

て
料
金
設
定
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

間
　
使
用
料
の
改
定
に
よ
り
一
般

家
庭
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

答
　
現
行
の
使
用
料
は
、
戸
数
・

人
口
割
で
算
出
し
4
人
家
族
で
月

3
、
0
0
1
円
。
改
定
す
る
と
使

用
水
量
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
例
え

ば
同
じ
4
人
家
族
で
月
24
　
使
用

す
る
世
帯
で
は
、
月
2
、
3
1
0

円
で
、
年
間
8
、
2
9
2
円
安
く

な
る
。

　
ま
た
、
4
人
家
族
で
月
36
　
使

用
す
る
世
帯
で
は
月
3
、
6
9
6

円
で
、
年
間
8
、
3
4
0
円
高
く

な
る
。

▼
平
成
23
年
度
上
水
道
事
業
会
計

　
決
算
認
定

〈
水
道
課
〉

間
　
給
水
収
益
に
つ
い
て
、
徴
収

率
が
低
い
要
因
は
。

答
　
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
、
前

年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。
昨

今
の
社
会
経
済
状
況
か
ら
大
幅
な

改
善
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　9月13日厚生常任委員会は「認定こども
園」の整備状況について市内の私立保育園、
幼稚園3ヶ所を視察しました。教育方法や
認定までの経過等について担当職員から
説明を受けました。幼保一元化を推進す
るなかで本市における幼児教育について
の課題も確認できました。

認定こども園の運営状況を視察

　産業土木常任委員会は、9月18日JR東花
輪駅前整備事業、田富西通り線を現地視
察しました。
　市の担当者から、今後の事業計画など
について、説明を受けました。

JR東花輪駅前整備事業、
田富西通り線の進捗状況を視察

JR東花輪駅前整備事業の進捗状況の説明を聞く委員
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▼
テ
ー
マ

総
合
計
画
前
期
期
間
の
取
り
組
み
状
況

及
び
成
果
に
つ
い
て

▼
日
　
時

平
成
24
年
10
月
25
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分
〜

▼
テ
ー
マ

田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業
の
課
題

▼
日
　
時

平
成
24
年
10
月
26
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
〜

　
10
月
25
日
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

で
は
、
総
合
計
画
前
期
期
間
に
つ
い
て
、

政
策
秘
書
課
の
説
明
を
受
け
、
検
証
及

び
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
将
来
像
「
実
り
豊
か
な
生

活
文
化
都
市
」
を
目
指
し
、
平
成
20
年

度
か
ら
29
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
1
次
中
央
市
長
期
総
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

 
「
後
期
基
本
計
画
」
策
定
に
当
た
っ

て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
民
が

望
む
姿
、
主
な
取
り
組
み
に
対
す
る
重

要
度
で
は
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
施

設
や
制
度
の
充
実
」
が
89
・
7
％
。
防

災
体
制
の
充
実
が
89
・
2
％
、
「
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
福
祉
充
実
」
88
・
5

％
と
非
常
に
高
い
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

 
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
視
す
る
な
か

で
後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
総
合

計
画
審
議
委
員
17
名
で
協
議
を
重
ね
て

お
り
、
今
後
修
正
項
目
の
確
認
等
を
行

い
、
来
年
2
月
審
議
委
員
か
ら
答
申
を

い
た
だ
き
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
今
後
検
証

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
業
土
木
常
任
委
員
会
で
は
、
田
富

よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

の
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業
で

処
理
を
し
て
い
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ

ン
、
流
通
団
地
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
範
囲
の
下
水
菅
は
民
間
の
持
ち
物

で
す
。
そ
の
た
め
現
在
は
、
震
災
な
ど

で
下
水
管
が
破
損
し
た
場
合
、
市
の
予

算
で
復
旧
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
に
移
管
を
し

よ
う
と
関
係
者
で
審
議
会
を
作
り
、
審

議
し
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
困
難
を
抱

え
て
い
る
状
況
で
す
。

　
研
究
会
で
は
担
当
者
か
ら
、
事
業
の

概
要
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
聞
い
た
後

に
下
水
管
の
ビ
デ
オ
調
査
の
映
像
を
見

て
、
下
水
管
の
損
傷
箇
所
や
地
下
水
が

管
に
流
入
し
て
い
る
様
子
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
修
繕
に
い
く
ら
か
か
る
の
か

を
今
見
積
も
っ
て
い
る
こ
と
、
住
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
や
対
話
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
、
慎
重
に
し
か
し
早
期
に
進
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
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議会の動き

リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同盟会総会
議会運営委員会
会派代表者会
広報編集委員会
東八代広域行政事務組合第2回組合議会定例会
県市議会議長会前期議員合同研修会
与一公まつり
一般質問通告調整会議
2市1町正副議長事務局会議
甲府地区広域行政事務組合議員懇話会
総合防災訓練
リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活性化対策協議会の要望活動
議会運営委員会
会派代表者会

1日
2日

3日

10日
14日
15日
17日
24日
26日
27日
28日

8月
山梨県後期高齢者医療広域連合議会第1回臨時会
県高速道路整備促進期成同盟会通常総会
広報編集委員会
東八代広域行政事務組合決算審査及び定例監査
リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活性化協議会
甲府地区広域行政事務組合議会6月定例会
産業土木常任委員会閉会中研究会
総務教育常任委員会閉会中研究会
厚生常任委員会閉会中研究会
議員全員協議会

5日
11日
17日

23日

24日
25日

29日

7月

4日
20日
27日

第3回定例会開会
第3回定例会閉会
三郡衛生組合9月定例議会
中巨摩地区広域行政事務組合議会9月議会

9月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

12月定例会は次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。12月定例会の予定

午前10時

午前10時

午前10時

午前9時30分

開　会

一般質問

　　〃

総務教育常任委員会

4日

6日

7日

10日

（火）

（木）

（金）

（月）

午前9時30分

午前9時30分

午前10時

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

閉　会

11日

12日

14日

（火）

（水）

（金）

山梨県市議会議長会（前期）議員合同研修会（アピオ甲府）

　10月25日（木）岩手県九戸村議会議員と
事務局18名が「農事組合法人た・から」につ
いて、視察に訪れました。
　市議会を代表して福田副議長が歓迎の挨
拶をした後、市及び市議会についての概要
を説明しました。その後、た・からを訪れ、
冬野菜の販売方法などについての意見交換
が交わされました。

議 員 視 察 受 け 入 れ議 員 視 察 受 け 入 れ

岩手県九戸村議会
く の へ

岩手県九戸村って？
く の へ

九戸村

◎盛岡市

岩手県の北部に位置し、
戦国武将九戸政實公ゆか
りの九戸神社が有名。

く の へ まさ ざね
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西花輪第2

佐野新太郎

中央市に移り住んで

　平成2年3月、身延町から旧田富町に移り住み、
22年になります。
　長男のため身延にも家があり、掃除やらで月
に幾度かは通って、地域の行事にもある程度参
加させてもらっています。
　「ふるさと」、生まれ育ったところにはたくさん
の思い出があり、心は離れることはありませんし、
そこでの出会いは、今は在住していない人たち
も含め、私に多くの力を与え続けてくれています。
　今の生活の中でも自治会の行事や、地域のお
祭り等で多くの人と接し、私や家族に新たな「ふ
るさと」を心の中に育てさせていただいています。
人は多くの人にお世話になり、自分にできるこ
とは積極的に行うということで、心の「ふるさと」
を持てると感じます。
　中央市は8小中学校全校へのエアコンの設置や、
全国の同規模の市において、図書館の貸出数、
蔵書数、図書購入額などが日本一と聞いています。
教育・文化の充実は本市の重点施策でしょう。
大切なものを一人ひとりが育て、豊かな心と「ふ
るさと」を次世代に伝承していくことが、大事
なことではないでしょうか。

　無尽会での一場面…。
　「孫がカブト虫を捕りたくて一緒に山へ入る
だけんど、クヌギも少ねえし、蔦葉やこまい竹
がびっしりで、ひどいもんだよ」
　「俺んとうが子どものころは、よく山で遊ん
だじゃんな、カブト虫もたいへんいたし、クリ
やアケビもよく採りに行った。今の子どもらに
も同じ遊びをさしてやりてえじゃんな」
　「みんなで山の下刈りしてクヌギの苗を植え
るけ？」
　「そういえばこの間テレビでやってたよ、里
山の再生ってやつ。有志が集まって間伐やら植
林やら、その間伐材をペレットに加工したり、
立ち木で遊具を作って遊んだり、耕作放棄地を
田畑に戻して希望者に提供するようなことまで
してたよ。俺んとうにもできそうじゃんな」
　「できることから始めたらどうで。おんなじ
考えの人もけっこういると思うし、少しっつで
も有志を増やしていけば、地域や自治体も黙っ
ちゃいんら！」
　「まずは、誰が頭になるかだよな？」…。

大鳥居

中楯　英徳

「里山再生」酒席話

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　河西　　茂
副委員長　　田中　輝美
委　　員　　木下　友貴　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

編　集　後　記

　今年の山梨県は真夏日が長く続きました。なんと
連続で58日間も続き、山梨県の観測史上最長を記録
しました。また雨も少なく乾燥続きで、野菜などの
農作物の水かけに追われた人が多かったと思います。
そんな中、県外の一部では水不足のため給水制限を
実施した自治体がありました。山梨県は水と緑がま
だ残されています。おかげで、この自然環境が県内
の日々の生活を守っているのかもしれません。
　近年、日本の各地で大雨等による災害が発生し、
人や物の被害が計り知れません。世界の各地で自然
災害が発生し、人の生活に影響を及ぼしています。
50年前に比べて「明らかに地球環境が違う」ことを実
感します。中央市の「水と緑の自然環境」は非常に貴

重です。「意識して守る」ことが大切ではないでしょ
うか。
　親しめる議会だよりを目指し取り組んでいますが、
多く市民の皆さまに読んでいただき、ご意見等いた
だければ幸いです。

［河西　茂］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　田中健夫　　編　集／議会広報編集委員会


